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OECD の枠組みに基づく世代別金融リテラシーの調査研究 
 

1．研究の目的 

 金融リテラシーには、全世代・全属性に求められる内容もあれば、特定の世代・属性に重点

的な強化が必要な内容もある。OECD では若者、成人や中小零細企業家向けの調査を行い、フレ

ームワークを提示している。全世代にわたり金融リテラシーを育成するためには、精査された

調査票を用いて大規模サンプルで調査を行い、統計的検討を重ね、頑健な規定要因を明らかに

すること、そしてその結果に基づいたオーダーメイド方式による金融経済教育を展開していく

ことが必要である。このような問題意識のもと、本助成研究では 3 ヶ年で 3 つの異なる世代特

有の課題（大学生と貸与型奨学金、成人と確定拠出年金、高齢者と特殊詐欺被害）について調

査を行い、検討を行うことを目的とした。 

 2023 年度は高齢者を対象に特殊詐欺被害の規定要因、また金融リテラシーとの関連をテーマ

に設定した。特殊詐欺とは、被害者に電話をかけるなどして対面することなく信頼させ、指定

した預貯金口座への振込みや、その他の方法により不特定多数の者から現金等をだまし取る犯

罪(警察庁)のことであり、被害額は 1 日 1 億円以上、被害者の 8 割以上が高齢者でありかつ女

性、という特徴を持つ。 

 この高齢者特殊詐欺に関する先行研究には、「詐欺脆弱性」、「真実デフォルト」(Truth-Default 

Theory: TDT, Levine (2014))、「認知的節約」(合理的に判断すべき局面で感情的な意思決定が

優先されてしまう現象)といった詐欺被害に遭いやすい人の傾向・心理的要因に着目した研究

(上野ら 2020; 大工ら 2018; 滝口 2018)が多い。他方で、特殊詐欺に特有の時間的プレッシャ

ーに注目した研究、すなわち、時間的プレッシャーがあると意思決定者はハイレベルのストレ

スを経験し、疲弊し、熟慮を欠くため、思考がより複雑でない推論ストラテジーを用いる方向

にシフトする(Orasanu & Connolly 1993)、といった特殊詐欺の手法の特性に着目した研究は

ほとんどない。そこで本研究では、「気分が高揚している、激しく動揺しているなど生理的興奮

を主観的に経験している状態」（石淵 2013）をさす「感情覚醒」場面に注目し、「感情覚醒」を

どう調整するのかという「感情調整」という視点から検討を行う。作業仮説は以下の通りであ

る。 

仮説 1：感情覚醒が高いほど、詐欺に遭いやすい（特殊詐欺脆弱性が高い）だろう。 

仮説 2：感情調節ができない人ほど、詐欺に遭いやすい（特殊詐欺脆弱性が高い）だろう。 

 

2．研究の計画 

 図１に示す研究枠組みに沿って調査

票を独自に設計し、調査を実施した。高

齢者の特殊詐欺を主題とする量的調査

を実施した経験がなかったため、まず小

サンプルで調査を行い、その後、大規模

サンプル調査(n=2700)を実施した。な

お、実査にあたり、実践女子大学研究倫

理審査委員会の承認を得ている（承認番

号 2023承－22）。 

 調査の実施概要は以下の通りである。 

【調査 1】インターネット調査-1 

調査対象：55-64 歳、65-74 歳、75 歳以上男女、各 100 サンプル 

調査時期：2023 年 11月（女性のみ）→12 月（男性のみ） 

調査会社：Freeasy（セルフ型アンケートツール） 

調査項目：意思決定（システム 1、システム 2）、感情覚醒、感情調整、特殊詐欺脆弱性など 

特徴：二重過程理論を基にした性格特性（システム 1 的性格特性（直観型）、システム 2 的性

格特性（熟慮型））を組み込んでいる。 

 



【調査 2】インターネット調査-2 

調査対象：65-69 歳、70-74 歳、75-79 歳男女、各 450 サンプル 

調査時期：2024 年 3 月 

調査会社：メルリンクス 

調査項目：【調査 1】に加えて、金融リテラシー変数（知識、態度、行動） 

 

3．研究の成果 

 【調査１】の女性に関する結果を記す。 

(1)因子分析の結果、従属変数は「うまい話

に興味がある」と「強い口調で言われると怯

えてしまう」の 2 因子が抽出された。独立変

数は、システム 1 的意思決定が 2 因子、感

情調整が 2 因子となった（図 2参照）。因子

分析に基づく修正枠組みを用いてパス解析

を行った。 

 

(2)従属変数「うまい話に興味がある」に関

するパス解析（図 3参照）：モデルの全体的評価を行う適合度指標から、本研究において設定し

たモデルの実際のデータ適合度は高く、構成されたモデルは標本構造をよく説明していると判断

できる。性格特性として「直感に頼ることが

多い」直観型では感情覚醒にプラスの影響を

与えるが、システム 2 的性格特性である熟慮

型は、感情覚醒に有意にマイナスの影響、つ

まり、熟慮すると感情覚醒が抑制される結果

を示した。感情が覚醒した状態では認知的な

調整は有意でなく、感情的な調整が有意であ

るが、感情的な調整は生じさせにくい状態で

あることも示された。感情的調整ができる

と、「うまい話に興味がある」という特殊詐欺脆弱性の１つの因子を抑制することが示唆された。 

 

(3)その他、相関関係から、「感情覚醒」は、毎日の生活に満足しているほど低く(r=-.160, p<.05)、

逆に自分と他者を比べる(r=.172, p<.10)、または他者から頼られたら何とかしてあげたくなる

(r=.215, p<.05)ほど高い、という結果を示した。 

 

4．研究の反省・考察 

(1)反省の 1 点目は「自分がお金を支払えば、息子を救えると思った」という言葉に代表される

ような別の経路、具体的には子の窮地を救い、被害が周囲に拡がらない最善の策として「ある程

度のお金で穏便に解決した」(澁谷 2020)、という点の検証を行うことができなかった点である。

これは「限定合理性」の観点から引き続き、検討を重ねていく。 

 

(2)反省の 2 点目は、大規模調査の実施時期が大幅に遅くなった点である。【調査 1】が 11 月、

【調査 2】は 3 月実査となってしまった。この大規模サンプルを用いた学会発表、論文投稿は

2024 年度中に行う。 
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